
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２８年度 ２９年度 計

円 円 円

3,300,000 16,340,000 19,640,000

交付金額 2,310,000 15,300,000 17,610,000

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及び今後の
対応

事業の評価に際しての第三者
機関の活用の有無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設（交通施設：尼潟循環線）整備事業

佐世保市長

長崎県佐世保白岳町

　本路線は、白岳町と日宇町を循環する重要な路線であるが、近年の車両増加及び老朽
化により、当該区間は舗装路面が損傷し、車両通行に支障をきたしている状況にある。
　本事業は、舗装面の補修を行うことにより、舗装の供用性を保ち、円滑な交通の安全確
保及び周辺住民の生活環境の改善に寄与するものである。

平成２８年度　実施設計　１式
平成２９年度　舗装改良工事　Ｌ＝233.36ｍ、幅員Ｗ＝6.0ｍ

平成２８年度から平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　工事が完了したことを受け、地域住民にアンケートをとったところ、通行に対する安全性・
快適性の改善ついて「大変効果があった、まずまずの効果があった」との意見が多数寄せ
られ、円滑な交通の安全確保及び周辺住民の生活環境の改善に寄与することができた。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金（防衛省）により実施される旨を明記した工事案内
文書を用い、地域代表者へ説明を行うことで、地域住民への周知を図った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 計

円 円 円 円 円 円

67,715,193 67,715,193

交付金額 67,715,000 67,715,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設（スポーツ又はレクリ
エーションに関する施設：体育文化館）整備事業

佐世保市長

佐世保市内光月町６－１７

　当該施設は、建設時のトイレの仕様を和式大便器及び壁掛け型小便器と
した昭和58年に竣工し、34年が経過した状況である。

　近年、高齢化社会や生活様式の変化に伴いトイレの洋式化が社会的要請
となっており、本事業により、当該設備の洋式化及びバリアフリー化を進め、
並びに利用頻度の高い部分の内装改修を行うことで、施設利用者の利便性
の向上を図る。

改修工事　施設改修一式

平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　当該施設の管理者（指定管理者）及び利用者へアンケートを行った結果、
施設の利便性が向上したとの回答が大多数を占めており、目標を達成する
ことができた。
　
　また、1階ロビーにある当該施設の主要なトイレに、本事業が防衛省の特定
防衛施設周辺整備調整交付金により実施された旨を記載した看板を設置
し、地域住民への周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 　　年度 　　年度 　　年度 　　年度 計

円 円 円 円 円 円

26,613,360 26,613,360

交付金額 26,490,000 26,490,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　自治会へのアンケート及び聞き取りを行った結果、老人会がグラウンドゴル
フを行うために頻繁に公園を利用しており、交流を深める場として活用されて
いるとのことである。また、白木町に初めて公園が整備されたため、子供の遊
び場ができたことに対する喜びの意見も見られ、地域コミュニティーの拠点と
して概ね満足していただけている結果となった。

　工事看板及び公園内のプレートに特定防衛施設周辺整備調整交付金事
業である旨を記載し周知を行った。

なし

なし

平成２９年度

白木公園整備工事　　１式（Ａ＝０．１１ｈａ）
修景施設工、休養施設工、遊戯施設工、便所等

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設(スポーツ又はレクリエー
ションに関する施設:白木公園）整備事業

佐世保市長

佐世保市白木町４５－２、４５－３、４６

　現在、白木地区には公園等の公共の場がないため、地域住民の利用しや
すい憩いの場を創設し、地域コミュニティーの拠点を形成することを目標とす
るもの。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 計

円 円 円 円 円 円

24,387,904 24,387,904

交付金額 24,387,000 24,387,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設（スポーツ又はレクリ
エーションに関する施設：コミュニティセンター）整備事業

佐世保市長

佐世保市内光月町６－１７

　当該施設の昇降機は、設置から34年が経過し、耐用年数の超過に加え、
建築基準法の改正に伴い既存不適格の状況となっている。

　本事業により、設備の更新及び安全装置等の追加設置を行うことで、施設
利用者の安全を確保すると共に利便性の向上を図る。

改修工事　施設改修一式

平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　当該施設の管理者（指定管理者）及び利用者へアンケートを行った結果、
施設の安全性及び利便性が向上したとの回答が大多数を占めており、目標
を達成することができた。
　
　また、1階エレベーターホールに、本事業が防衛省の特定防衛施設周辺整
備調整交付金により実施された旨を記載した看板を設置し、地域住民への
周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 計

円 円 円 円 円 円

5,616,000 5,616,000

交付金額 5,616,000 5,616,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設（消防に関する施設：小
型動力ポンプ付積載車）整備事業

佐世保市長

佐世保市吉岡町1536番地2（佐世保市消防団第24分団吉岡分駐所）

　佐世保市消防団（６０分団）では、１０４台の消防車両を活用し、火災等の災
害から市民の生命、財産を保護するため消防活動を行っており、配備されて
いる小型動力ポンプ付積載車は消防力を維持するうえで必要不可欠な消防
車両である。

　消防車両については、配置から２０年以上経過し老朽化等により不具合の
多い車両の更新配置を図ることを目的とする。

小型動力ポンプ付積載車　１台

平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　小型動力ポンプ付積載車を購入配置したことにより、従前に増して消防施
設が整ったことから地元消防団より「火災等の消防活動を円滑に実施できる
ようになった」との意見が寄せられており、地域住民の安全確保に寄与するこ
とができた。

　小型動力ポンプ付積載車に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防
衛省）の表示を行うと共に、佐世保市消防局ホームページに事業実績を掲
載することにより、地域住民への周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 計

円 円 円 円 円 円

13,316,400 13,316,400

交付金額 13,316,000 13,316,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設（環境衛生施設：ごみ収
集車）整備事業

佐世保市長

佐世保市内

　佐世保市環境クリーン推進課ではごみ収集車を活用し、本市の地形特性
である傾斜地における狭隘な道路や階段地区の住民が排出する家庭系ご
みを効率的に収集運搬し、衛生的な生活環境を保ち、市民生活に貢献して
いる。

　本事業では、現在使用している車両は老朽による劣化が著しく突発的な故
障等で収集作業が遅れる等の支障が生じていることから、車両の更新配置
を行い、収集作業時の不具合を解消し、衛生的な市民生活の向上に寄与す
ることを目標とする。

物件購入 ごみ収集車(4twパッカー車)　１台

平成２９年度(平成29年8月10日から平成30年3月30日まで)

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　運転士及び作業員に聞き取りを行ったところ、収集作業時に不具合等もな
くスムーズに作業が行えるとのことであり、衛生的な市民生活の向上に寄与
することができている。

　また、ごみ収集車に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛省）の
表示をい行い周知を図った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 計

円 円 円 円 円 円

4,788,720 4,788,720

交付金額 3,738,000 3,738,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設（環境衛生施設：フォー
クリフト）整備事業

　佐世保市長

　佐世保市干尽地区

　佐世保港は５，７７８ｈａと広大な港湾区域を有しており港湾管理者として、
航路・泊地・船溜まり等の浮遊するごみ等を清掃船により回収し、海洋上の
環境整備や船舶の事故を防止するなど港湾区域の良好な状態を維持して
いる。

　清掃船で回収されたごみの荷揚げ、移動及び運搬車両への積み込みを行
うフォークリフトを購入し、作業を効率化することで、海面清掃の健全な運営
並びに適正な施設等の維持管理を図る。

フォークリフト購入　１基

平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　使用者から聞き取り調査を行ったところ「陸域での動力源となるフォークリフ
トを配備したことにより、ごみの移動や集積後の運搬車両への積み込みなど
作業の効率化が図られた。」「小船で回収したごみも、フォークリフトで荷揚げ
することが可能となり海面清掃業務の効率化及び広域化が図られた」等の意
見が得られ、海面清掃の健全な運営、適正な施設の維持管理に寄与するこ
とができた。

　周知実施については、車体の両側に特定防衛施設周辺整備交付金事業
である旨を表記し、周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 計

円 円 円 円 円 円

2,484,000 2,484,000

交付金額 2,484,000 2,484,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設（環境衛生施設：軽ダン
プ車）整備事業

　佐世保市長

　佐世保市内

　佐世保市環境クリーン推進課ではごみ収集車を活用し、本市の地形特性
である傾斜地における狭隘な道路や階段地区の住民が排出する家庭系ご
みを効率的に収集運搬し、衛生的な生活環境を保ち、市民生活に貢献して
いる。

　本事業では、現在使用している車両は老朽による劣化が著しく突発的な故
障等で収集作業が遅れる等の支障が生じていることから、車両の更新配置
を行い、収集作業時の不具合を解消し、衛生的な市民生活の向上に寄与す
ることを目標とする。

物件購入 ごみ収集車(軽ダンプ車)　１台

平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　運転士及び作業員に聞き取りを行ったところ、収集作業時に不具合等もな
くスムーズに作業が行えるとのことであり、衛生的な市民生活の向上に寄与
することができている。

　また、ごみ収集車に特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛省）の
表示をい行い周知をしている。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 計

円 円 円 円 円 円

9,007,200 9,007,200

交付金額 8,265,000 8,265,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共用施設（環境衛生施設：漂流物
保管庫）整備事業

　佐世保市長

　佐世保市干尽地区

　佐世保港は５，７７８ｈａと広大な港湾区域を有しており港湾管理者として、
航路・泊地・船溜まり等の浮遊するごみ等を清掃船により回収し、海洋上の
環境整備や船舶の事故を防止するなど港湾区域の良好な状態を維持して
いる。

　清掃船で回収されたごみを保管施設へ集積し、飛散防止など、処分するま
での適切な管理を行うものである。また、フォークリフト等を保管する倉庫を
設置し、海面清掃の改修から積み込み保管、処分までの一連の作業の効率
化と健全な運営並びに適正な施設等の維持管理を図る。

保管倉庫　鉄骨造１式(床面積 A=68.06㎡)

　平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　保管倉庫の設置により、浮き桟橋上に一時保管されていた回収ごみを、
フォークリフトによって移動し、適正に保管することが可能になった。
　又、浮き桟橋上の作業スペースが確保できたこと、フォークリフト及びメンテ
機材や収集袋等が収納できるようになったことで、海面清掃業務による一連
の作業の効率化が図られ、海面清掃の健全な運営、適正な施設の維持管
理が行われ、地域住民の生活環境の改善に寄与することができた。

　周知実施については、倉庫側面に特定防衛施設周辺整備交付金事業で
ある旨を表記し、周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 計

円 円 円 円 円 円

6,099,084 6,099,084

交付金額 4,428,000 4,428,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

一般社団法人　水産土木建設技術センター長崎支所
調査構成員　漁場開発部　管理技術者外１名

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連公共施設
（産業の振興に寄与する施設：築いそ設置工事）整備事業

長崎県佐世保市

佐世保市宮津町地先

　本市の佐世保湾は、ほぼ全域が海軍施設水域として漁船による漁業が制
限されているため、沿岸で操業できるナマコ漁は佐世保市の重要な漁業で
ある。当地区のナマコの漁法は主に潜水（すもぐり）であるが、組合員の高齢
化に伴い、潜水での漁業は体力的負担が大きいため、近年漁獲は伸びてい
ない。

　このためより効率的に漁を行うようにする為、築いそによる浅場への漁場造
成の要望があり、実施するもの。築いその効果発揮には数年を要すが、今後
高齢化が進んでも、体力を考慮することなく造成した漁場で漁獲が可能とな
る。成果目標としては、造成箇所のナマコの着生・生息密度を確認する。

自然石1,000kg内外　Ⅴ＝600ｍ
3

平成２９年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　佐世保市の築いそ設置事業個所において、効果調査を委託業務にて
実施したところ（次回平成31年度実施予定）、ナマコ着生及び資源維
持の効果が確認されており、漁場造成に貢献することができている。

　また、事業実施時に漁業者に調整交付金事業である旨の説明を行
い、関連漁業協同組合に対し掲示を行い、周知を図った。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２９年度 　　年度 　　年度 　　年度 　　年度 計

円 円 円 円 円 円

51,135,799 51,135,799

交付金額 51,000,000 51,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

平成２９年度

汚泥脱水機取替整備　２基

事　　　業　　　評　　　価　　　書

佐世保港に所在する防衛施設関連特定事業
　（環境衛生に関する事業：し尿処理施設維持管理業務）

佐世保市長

佐世保市天神町１６３１－１１

　し尿処理施設「クリーンピュアとどろき」の主要設備である、汚泥処理設備に設
置してある汚泥脱水機が、老朽化している。このまま使用を続けると、汚泥脱水
機の老朽化が進行し当該機器が使用不能におちいり、施設の運営に支障をき
たす恐れがあることから、当該機器の取替整備を行い、将来にわたって安定か
つ安全に施設の稼働を維持できるようにするもの。

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　①事業の成果確認
　　改修後１年間、不具合等の有無を経過観察した結果、異常等見受けられず
　安定かつ安全な施設の稼働維持を達成できている。

  ②地域住民への周知
　　交付金事業で機器整備を実施したむね、佐世保市のホームページへ
  掲載を行った。

なし

なし


